
○討議から見えてきた課題 

・ICT の活用において、撮影中に言葉を入れ

ることで自己評価や他者評価を得ることに

つながる。また教師の形成的評価にも活か

すことができる。低学年のうちから目的に

応じて活用することで、ICT を活用する技

能自体も高まってくる。 

○講評 

〈千葉大学 准教授 七澤 朱音 氏〉 

・リズムダンスは跳ねることが大事。弾むに

注目したことが素晴らしい。また帽子の色

で学びの個性化・指導の個別化を行ってい

たアイディアがとても良い。 

・短い全体交流の際、動きが止まっていたの

で、動きを止めずに集合してもよかった。

弾み直しの必要がなくなる。 

・１人１台端末で撮影すると踊れない。身体

共感能力を高めるためには、一緒に踊るよ

うにし、その能力を耕してあげたい。 

・もっと踊りたい気持ちを作るために、ONと

OFF を作り、気持ちを入れてあげる。 

 

分科会記録  

  

○討議の中心的な話題 

〈視点①に関連： 

敢えて踊りを五つ与えたことについて〉 

・五つに踊りを絞り、与えたことで曲の中で

止まってしまう子どもがいなかった。基盤

があるからこそ、工夫へと繋がっていた。 

・踊りが絞ってあることで、自分でもやって

みようと思えた。再現性と提案性が非常に

高い授業であった。 

〈視点③に関連： 

ICT を活用したムービータイムついて〉 

・１人１台端末で撮影しながら、声を出して

関わろうとする姿から、ICT の効果的な活

用の方法が見出せた。 

・ムービータイムで授業の勢いが止まったよ

うに感じた。 

→運動量が多いので、休む意味も込めてい

る。伝え合うことが目標としてあるので、

そこに向かうために位置付けている。 

○質疑応答 

・五つに絞った踊りはどのようなところに気

を付けて決めたのか。 

→授業作りの中でダンス経験のない大学生に

インタビューしながら、「恥ずかしくな

い」「工夫しやすい」踊りを考えていっ

た。また指導要領に記載のあるものを入れ

ている。 

・リズム遊びの学習をする際に大切にしてほ

しいことは何か。 

→求めるものはアイドルなどが踊っている

“映える”ダンスではない。かっこよかっ

たり、すごかったりする必要はない。遊び

を第一にしていくことは重要。 

 

白楊小会場 一次公開 西村勇吾教諭実践 

第２学年 リズム遊び「リズムに乗って楽しく踊ろう！」



○討議から見えてきた課題 

・本当の学びとは何かを考える中で、子ども

に知識・技能を教え込まず、委ねる部分を

設けた。子どもたちが学びの主体として進

んでいく姿が多く見られたが、這い回って

しまう瞬間も見受けられた。何を委ね、何

を与えるのかを吟味する必要がある。 

○講評 

〈千葉大学 准教授 七澤 朱音 氏〉 

・高跳びは目の前の物に対して、自分の体を

合わせていく領域。高跳びと幅跳びとの違

いを掘り下げた教材研究が重要となる。幅

跳びは肩で跳び、高跳びは腰で跳ぶ運動。 

・ウォーミングアップの場がどのような動き

に繋がっているか整理が必要。タンバリン

に手がつくように跳ぶジャンプと頭上に垂

直に跳ぶジャンプは似ているようで違う。

腰を上げるジャンプを意識していく。 

・ロイター板を使って非常に高いジャンプを

経験することで、高く跳びたいという思い

を引き出すアプローチなども考えられる。 

 

分科会記録  

○討議の中心的な話題 

〈高く跳ぶための追究の視点について〉 

・今までは高く跳ぶコツを教えてから、思

考・判断・表現の学習を展開していたが、

子どもたちが見付けていく学びにしたこと

で、個人競技であるが、協働していた。 

 ただ、知識・技能を教えていないので、子

どもたちが追究の中で立ち返る場所がな

く、なぜ跳べているのか分かっていなかっ

た。教師の適切な関わりが必要であった。 

・高く跳びたい。でもどうすればよいか分か

らない様子があった。単元が４時間しかな

いので、教えることを割り切る時間も必要

ではないか。 

・ウォーミングアップの動きが高く跳ぶこと

に繋がることを理解している子どもが数人

いた。それを広められると良かった。 

・左から来ているけれど、右足で跳ぶなどの

正しい方法になっていないことがあった。

知識・技能として教える必要があったので

はないか。 

○質疑応答 

・高く跳びたいが、その方法が分からないア

ンバランスさをどう解消するのか。 

→今回は教えていないのでアンバランスさが

出てくることは想定済み。教師が焦点化

し、拡散することで解消していきたい。 

・体格差がある中で、得点方法を跳んだ高さ

にしたことやクラス対抗にした意図は。 

→競争タイムはゲームとして捉えている。ク

ラスごとにしたのは争いを生まず、教え合

いを生んだ。また記録を固定にすることで

も教え合いに繋げていく意図があった。 

 

白楊小会場 二次公開 檜田翔太教諭実践 

第４学年 高跳び「 HIGH JUMP！」 


